
（報告）

神戸市都市計画マスタープランの改定について
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１．現在の都市計画マスタープランの概要
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現在の都市計画マスタープランの概要

■策定年次：平成23年（ 2011年）３月

■目標年次：令和7年（ 2025年）

■位置付け

都市計画法第18条の2にもとづき、神戸市の
都市計画に関する基本的な方針として、めざす
都市空間や、その実現に向けた都市計画の取組
みの方向性を明らかにし、協働と参画により、
神戸の都市づくりを総合的・戦略的に推進する
ため策定したもの。
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□都市づくりの基本理念

□めざす都市空間

□都市空間づくりの考え方

□めざす都市空間を支える都市構造

現在の都市計画マスタープランの概要

（１）災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい都市空間

（２）活力を創造する都市空間

（３）環境と共生する都市空間

（４）デザインの視点で磨かれた
魅力ある都市空間 5

現在の都市計画マスタープランの構成

実現

神戸市基本計画
・神戸づくりの指針（目標年次2025年）
・神戸2015ビジョン（目標年次2015年）
・各区計画（目標年次2015年）

連携・相互補完

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

(2)活力を創造する
都市空間

(3)環境と共生する
都市空間第3章

都市計画マスタープラン

めざす都市空間を
支える都市構造

第3章

めざす都市空間を支える都市構造

土地利用 都市交通 市街地・
住環境の整備 環境共生 都市の

安全・安心 都市デザイン

第2章

都市計画の方針
第４章

①暮らしやすさ ②まちの活力 ③環境との共生 ④まちのデザイン

⑤戦略性 ⑥柔軟性 ⑦協働と参画
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神戸市総合基本計画
［基本理念］世界とふれあう市民創造都市



２．都市計画マスタープランの振り返り
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振り返りの考え方
(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

(2)活力を創造する
都市空間

(3)環境と共生する
都市空間

①暮らしやすさ ②まちの活力 ③環境との共生 ④まちのデザイン
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

環境への負荷をおさえ自然と
調和する

神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

⑤戦略性 戦略的に都市の活力・魅力を創造する
⑥柔軟性 社会の変化やまちづくりの多様性に対応していく
⑦協働と参画 協働と参画により地域のまちづくりを進める

めざす都市空間の実現に向け、求められる視点からどのような取組みを行ってきたか振り返る。 8



(1)災害に強く安全で、誰もが暮らしやすい都市空間

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

(2)活力を創造する
都市空間

(3)環境と共生する
都市空間

①暮らしやすさ ②まちの活力 ③環境との共生 ④まちのデザイン
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

環境への負荷をおさえ自然と
調和する

神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

⑤戦略性 戦略的に都市の活力・魅力を創造する
⑥柔軟性 社会の変化やまちづくりの多様性に対応していく
⑦協働と参画 協働と参画により地域のまちづくりを進める
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①暮らしやすさ 誰もが安心・安全・快適に住み続けられるまちをつくる

１．市街化区域の取組
都市を取り巻く社会経済情勢等に応じて、定期的に用途地域等を見直した。
【期間中の見直し実績】第６回：平成25年、第７回：平成30年、第８回：令和５年
その他、特別用途地区の追加や、臨港地区の変更を行った。

まちのゾーンの各区分における取組例

地域特性に応じた住環境への配慮
▫高度地区の種類を追加（第６回定期見直し）
▫すべての高度地区に絶対高さ制限を設定（第６回定期見直し）
工場と他の土地利用との適切な共存
▫住宅地化した工業地を住居系用途地域に変更（第７回定期見直し）

複
合
機
能
地

良好な住環境の保全
▫現況に合わせた用途地域に変更（第６,７回定期見直し）
▫多様な建替えの促進（第８回定期見直し、特別用途地区[すまい・まちなみ形成地区]の指定）
住宅地に調和した生活利便施設の誘導
▫低層住宅地の道路沿道・都市公園・駅周辺の用途等を緩和（第８回定期見直し）

住
宅
地

⑤戦略性①−１

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

①暮らしやすさ
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力
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都市活力の誘導
都心核における商業・業務機能のさらなる集積
▫都心部において住宅系用途の建築を一定制限（特別用途地区[都心機能誘導地区]の指定）

高
度
商
業
・業

務
地

産業機能のさらなる強化
▫港湾部や内陸の流通業務団地等で建蔽・容積率を緩和（第８回定期見直し）

工
業
・流

通
業
務
地

幹線道路沿道｜利便性を活かした沿道サービス施設の集積
▫幹線道路沿道の用途緩和（第８回定期見直し）
臨海部｜港湾機能とその他の都市機能との調和
▫都市的土地利用への転換に伴い臨港地区を一部解除
ウォーターフロント｜自然環境の保全と創出
▫須磨海岸の魅力向上・にぎわい創出・適正管理のため臨港地区を一部追加

そ
の
他

⑤戦略性

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

①暮らしやすさ
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

①−１

①暮らしやすさ 誰もが安心・安全・快適に住み続けられるまちをつくる
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２．協働と参画によるまちづくり
まちの中にある課題や不安を解消するために、地区の特性に応じた、協働と参画に
よるまちづくりを推進。

平成23年 令和５年
地区計画 84地区 94地区

＜地区計画等の策定状況＞

≪地区計画策定事例≫
〇住環境に課題のある地区の改善

→月が丘地区地区計画（平成27年）
〇快適で魅力的な都心づくり

→トアロード地区（平成24年）
〇後背地の住環境への配慮

→青木駅南地区（平成23年） など
≪参考：青木駅南地区≫

⑤戦略性 ⑥柔軟性 ⑦協働と参画

＜地域が主体となったまちづくりの取組み状況＞

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

①暮らしやすさ
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

①−２

①暮らしやすさ 誰もが安心・安全・快適に住み続けられるまちをつくる

令和5年度実績
まちづくり助成 ：49地区
まちづくり専門家派遣 ：56地区

【まちづくりに関する構想の策定地区数】
8地区 （平成23年〜令和5年）

12



３．北神急行市営化
既存インフラである北神線を有効活用し、市営化することで、大幅な運賃低減に
よって交通利便性を高め、北神・北摂地域のさらなる魅力向上を図るため、
市営化を実施。

【市営化の概要】
令和２年６月 神戸市営地下鉄北神線として開業

４．地域コミュニティ交通
鉄道や路線バス等の既存の交通サービスが行き
届きにくい地域での、新たな地域コミュニティ
交通の導入を目指す取組み。

実施前 実施後
運賃 550円 280円
乗客数 24,500人/日 32,000人/日

平成23年 令和５年
導入地域数 ０地域 ８地域

＜導入地域数＞

≪参考：しおかぜ≫

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

①暮らしやすさ
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

①−３・４

①暮らしやすさ 誰もが安心・安全・快適に住み続けられるまちをつくる
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５．自転車走行空間の整備
地域の実情に合った効果の高い自転車走行空間の
整備を推進。

平成22年度 令和５年度末
自転車走行空間 ー 15.94㎞

６．急速充電の整備

平成23年8月 令和６年４月
急速充電器口数 3口 99口

商業施設や公共施設等で一定時間滞在できるような
施設の駐車場に充電ステーションの設置を誘導。

※民間ＨＰより

≪東灘芦屋線≫

⑤戦略性

≪充電設備≫

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

①暮らしやすさ
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

①−５・６

①暮らしやすさ 誰もが安心・安全・快適に住み続けられるまちをつくる
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７．密集市街地再生方針の推進
老朽木造住宅の除却の促進などによる不燃化
の促進、一定規模以上の空地・道路等の整備
による「燃え広がりにくいまち」の推進。

平成24年10月 令和5年度末
対策必要面積 225ha 186ha

８．建物の耐震化の促進
市内の建築物の耐震化を促進。

平成15年 平成30年
住宅の耐震化率 84% 94% HPより

新
耐
震

旧
耐
震

（計画の目標）
≪整備前≫

≪整備後≫

⑤戦略性

本市における住宅耐震化の状況の推移
（推計値）と目標年次における想定戸数

≪ ≫
９．地区防災計画制度の運用

共助の強化により地区の防災力を向上させる
ことを目的に、地区の居住者や事業者による
自発的な防災活動に関する計画として、
「地区防災計画」を策定。

令和5年度末
策定地区数 166地区

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

①暮らしやすさ
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

①−７・８・９

①暮らしやすさ 誰もが安心・安全・快適に住み続けられるまちをつくる
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10．橋の耐震化
地震時における避難路や救助・救急・医療
・消火活動および被災地への物資支援の輸送
を確保するため、緊急輸送道路に架かる橋長
15m以上の道路橋の耐震化を順次実施。

平成23年度 令和5年度
整備数 69橋 103橋

≪橋の耐震補強工≫

11．無電柱化整備延長
市街地の緊急輸送道路および景観・観光振興
に必要となる道路において無電柱化を推進。

平成23年度 令和5年度
整備延長 100km 115km

≪整備箇所≫

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

①暮らしやすさ
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

①−10・11

①暮らしやすさ 誰もが安心・安全・快適に住み続けられるまちをつくる
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14．津波対策の推進
防潮堤を「粘り強い」構造に補強。（令和4年度完了）
防潮鉄扉の遠隔操作化。（令和6年度完了予定）

≪防潮鉄扉の遠隔操作化≫

平成23年 令和6年
防潮堤対策延長 ０㎞ 14㎞
鉄扉整備箇所 ０基 78基

12．土砂災害対策
国、県、市が協力し、河川護岸や砂防施設の整備、
六甲山グリーンベルト事業など、様々なハード対策
を実施。

平成23年度 令和5年度
改修延長（2級河川） 15,583m 25,543m

13．河川改修
集中豪雨の多発や都市化の進展に伴う被害リスク
の増大に対し、水害に強い都市を作るとともに、
安全安心な市民生活を確保。

≪整備前後≫

≪整備箇所≫

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

①暮らしやすさ
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

令和5年度実績
グリーンベルト整備完了面積：1.0ha
急傾斜地対策完了箇所 ：4箇所

①−12・13・14

①暮らしやすさ 誰もが安心・安全・快適に住み続けられるまちをつくる
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16．上水道管・施設の耐震化状況

17．大容量送水管
高い耐震性能と大きな貯留機能を備えた
大容量送水管を市街地の地下に設置。
平成28年3月 完成

平成22年度末 令和4年度末
汚水管 1,539㎞ 1,929㎞
処理場※ 1箇所 3箇所
ポンプ場 0箇所 4箇所

平成22年度末 令和4年度末
水道管 1,712km 2,194km
浄水場 1箇所 2箇所
配水池 77箇所 115箇所

※地震時に最低限の処理ができる処理場

15．下水道管・施設の耐震化状況

≪汚水管の耐震化≫

≪水道管の耐震化≫

≪大容量送水管≫

⑤戦略性

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

①暮らしやすさ
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

①−15・16・17

①暮らしやすさ 誰もが安心・安全・快適に住み続けられるまちをつくる
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多様な地域特性に応じたきめ細やかな土地利用
・地域特性に応じた用途地域の見直しや地区計画等の地域ごと

のまちづくりルールを積極的に活用した。

暮らしを支える交通環境
・北神急行の市営化や地域コミュニティ交通の導入等、交通環

境の充実を図った。

災害時に備えた都市基盤、減災の視点でのハード・ソフトの
対策、地域における防災力
・密集市街地での「燃え広がりにくいまち」の推進や建物の

耐震化の促進、津波・土砂災害等災害への対策等を推進した。

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

①暮らしやすさ
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

①暮らしやすさ まとめ
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(2)活力を創造する都市空間

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

(2)活力を創造する
都市空間

(3)環境と共生する
都市空間

①暮らしやすさ ②まちの活力 ③環境との共生 ④まちのデザイン
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

環境への負荷をおさえ自然と
調和する

神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

⑤戦略性 戦略的に都市の活力・魅力を創造する
⑥柔軟性 社会の変化やまちづくりの多様性に対応していく
⑦協働と参画 協働と参画により地域のまちづくりを進める
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商業・業務施設の集積とのバランスがとれた居住機能の誘導。

１．商業・業務機能等の高度な集積と新たなにぎわい空間の創出
都市機能の増進や都市の再生を推進するため、都市再生特別地区を指定。

都心機能高度集積地区
住宅等の建築を禁止

都心機能活性化地区
住宅等の用途に供する容積率の上限を400％に制限
（敷地面積1,000㎡未満は適用除外）

都市再生特別地区の指定：５地区 約8.06ha（2023年度末時点）

都心機能誘導地区の指定：約314.4 ha(2023年度末時点)

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
⑤戦略性

地区名 告示年月日 面積 備考
三宮駅前第1地区 H16.3.30 0.3ha ミント神戸
新港町西地区 H30.3.19 3.3ha 新港突堤西地区(第１突堤基部)の再開発事業
神戸三宮雲井通5丁目地区 R2.3.17 1.3ha バスターミナルⅠ期

三宮駅前第2地区 R4.12.27 1.4ha JR三ノ宮新駅ビル
加納町6丁目地区 R5.10.24 1.76ha 神戸市役所本庁舎2号館

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−１
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①

２．都心エリアにおける再整備
神戸の玄関口としてふさわしい空間を創出するため、
都心・三宮の再整備を推進。

① 神戸三宮阪急ビル 2021年 開業

② 雲井通5丁目地区市街地再開発事業
（新バスターミナルⅠ期） 2027年度 完成予定

③ 本庁舎2号館再整備事業 2028年度頃 完成予定
④ ＪＲ三ノ宮新駅ビル 2029年度 開業予定

② ③ ④

①

③

②

④

※パースはイメージであり、今後の設計及び関係機関との協議により変更となる場合があります

⑤戦略性

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−２

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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３．都心エリアにおける公共空間の整備
居心地が良く歩きたくなる歩行者空間や広場空間を整備。

東遊園地（北側園地）
（2023年完成）

【歩行者空間】

【公園・広場空間】

サンキタ通り（2021年完成）

磯上ロード（葺合南54号線）
（2016〜23年順次完成）

サンキタ広場
（2021年完成）

①

④

⑤

③(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

三宮プラッツ（2020年完成） ②

②−３

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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⑤戦略性 ⑥柔軟性 ⑦協働と参画

４．三宮クロススクエア（第一段階）の整備
三宮駅周辺において、税関線と中央幹線の一部を人
と公共交通優先の空間とする「三宮クロススクエア
（第一段階）」を、JR三ノ宮新駅ビルの開業と合わ
せて2029年度に整備予定。

６．新たなモビリティの導入
自動走行モビリティの導入に向けた実証実験を実施。
【自動運転モビリティ「iino（イイノ）」実証実験】

令和４年2月：公開空地（ＳＭＢＣビル前）
令和５年1月：歩行者の多くない公道（三宮中央通地下通路）
令和６年5月：歩行者の多い公道（センター街）

５．税関線の整備
三宮駅周辺とウォーターフロントを結ぶ税関線を本
庁舎2号館再整備事業、東遊園地リニューアル等の
沿道プロジェクトと合わせて整備予定。

≪三宮クロススクエア（第一段階）≫

≪税関線の整備イメージ≫

≪センター街での実証実験≫

パースはイメージであり、
今後の設計及び関係機関との協議により変更となる場合があります

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−４・５・６

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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７．ウォーターフロントエリアの再整備
都心とウォーターフロントを機能的にも空間的にも一体化し、多くの人で賑わう、
人中心の街とするため、ウォーターフロントエリアの再整備を推進。

⑤戦略性

① ① ② ③ ④ ⑤

≪ポートタワー≫ ≪メリケンパーク≫

≪atoa≫ ≪GLION ARENA KOBE≫

②

③ ⑤④

≪みなと温泉蓮≫

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−７

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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８．ウォーターフロントエリアの回遊性向上
都心・ウォーターフロント周辺の回遊性向上と自転車総量抑制を目的に、シェア
サイクル「コベリン」の普及を促進。
都心とウォーターフロントエリアを結ぶポートループの運行開始（令和３年）。

⑤戦略性

≪ポートループ≫≪コベリン（三宮北）≫

平成22年度 令和５年度末
コベリンポート ０ポート 21ポート
コベリン台数 0台 150台

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

【ポートループ】
バス停：13箇所設置
便数 ：33便／日

②−８

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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９．ポートアイランド・リボーンプロジェクト
神戸空港の国際化など、まちを取り巻く環境の変化を見据え、官民連携によるエリア
価値の向上を目指し、中長期的な視点で、将来ビジョンの検討を開始。

≪将来ビジョンイメージ≫

⑤戦略性 ⑥柔軟性 ⑦協働と参画

≪中央緑地軸（第２期）の再整備イメージ≫

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−９

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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⑥柔軟性 ⑦協働と参画

10．地下鉄海岸線沿線・市街地西部地域の活性化
地下鉄海岸線沿線・市街地西部地域は、古くより瀬戸内海の交通の要衝として歴史に
名をとどめてきた地域であり、地域住民や周辺企業などとともに活性化を推進。

≪新川キャナルプロムナード≫ ≪大輪田橋≫

・平成24年、地域住民・企業・行政による「兵庫運河活性化会議」において策定した
「兵庫運河周辺地域のまちの将来像」に基づき、兵庫運河のさらなる活用と回遊性
向上に向けて、プロムナード整備および橋梁等のライトアップ整備を実施

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−10

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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⑥柔軟性 ⑦協働と参画

11．神戸医療産業都市
ポートアイランドにおいて先端医療技術の研究開発拠点を整備し、産官学医連携によ
り、21世紀の成長産業である医療関連企業の集積を図る「神戸医療産業都市」を推進。

平成22年度末 令和６年度末
企業立地数 203社 365社

神戸医療産業都市
Kobe Biomedical Innovation Cluster

平成22年度末 令和５年度末
雇用者数 4,300人 12,700人

平成22年度末 令和２年度末
経済効果 1,041億円 1,562億円

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−11

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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12．産業エリアの機能強化

平成22年度末 令和5年度末
企業立地数 91社 157社

平成22年度末 令和5年度末
雇用者数 約2,900人 約6,600人

平成22年度末 令和5年度末
処分面積 53.4ha 150.1 ha

企業誘致を推進するとともに、西神戸ゴルフ場跡地を新たな産業団地として造成。

≪新たな産業団地整備後イメージ≫

⑤戦略性

≪航空写真（複合産業団地）≫

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−12

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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都市計画道路整備方針を定め、未整備の都市計画道路(幹線街路：約110㎞)を対象に、
効率的・効果的な整備を推進。

13．都市計画道路の整備

＜対象路線の整備状況＞
H23 R6

約110㎞
整備済 約26㎞
廃止 約32㎞

未整備 約52㎞
≪神戸三田線≫

≪星陵台舞子坂線≫≪明石木見線≫

⑤戦略性

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−13

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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16．大阪湾岸道路西伸部
・2016年（平成28年）4月 事業化(直轄道路事業)
・2017年（平成29年）4月 有料道路事業の導入
・2018年（平成30年）7月 直轄港湾事業の導入

平成23年3月 令和6年3月

事業進捗率 - 約16％

・2006年（平成18年）3月 事業化(有料道路事業)
・2018年（平成30年）3月 供用開始(神戸JCT〜川西IC)

15．神戸西バイパス
・2018年（平成30年）3月 永井谷JCT〜石ヶ谷JCT

合併施工方式(直轄道路事業と有料道路事業)の導入

平成23年3月 令和6年3月

事業進捗率※ 約73％ 約92％
※1998年(平成10年)開通の

垂水JCT〜永井谷JCT含む

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

14．新名神高速道路(神戸市域)
②−14・15・16

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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17．ポートライナーの混雑緩和
神戸空港へのアクセス強化やポートライナーに
おける朝ラッシュ時の混雑緩和に向けた取組み
を実施。

路線バスの運行およびポートライナーとバスの
共通乗車証社会実験による輸送力補完
新交通三宮駅のホーム東側拡張等により、滞留
空間の拡大・移動の円滑化など、利便性・快適
性・安全性を向上

18．阪神電鉄本線連続立体交差事業
住吉駅の東側から芦屋市境までの約4.0km区間
において、鉄道を連続的に高架化し、道路と鉄
道の連続立体交差化を図る。

2026年（令和8年）3月 完成予定

≪ポートライナー≫

≪青木幹線の整備完成後≫

⑤戦略性

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−17・18

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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19．神戸空港の機能強化、国際化への対応

平成23年度末 令和5年度末
就航都市数 8都市 12都市

平成23年度 令和5年度
利用者数 2,565,405人 3,443,803人

平成23年度 令和5年度
発着枠 最大60回/日 最大80回/日

神戸空港は、都市型の海上空港として、2006年2月に開港し、現在、全国12都市への
国内線ネットワークを形成。2025年（令和７年）の国際化に向け、空港基本施設や新
ターミナルの整備など、空港の機能強化を検討。

≪神戸空港の状況≫

⑤戦略性 ⑥柔軟性 ⑦協働と参画

≪神戸空港≫

※幼児旅客数を含む

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②−19

②まちの活力 人・物・情報の交流・融合により経済を活性化する
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住環境、商業・業務機能などの多様な都市機能の集積
・都心・ウォーターフロントエリアなどにおいて、

ビジョン・構想を策定し、都市計画の制度も活用しながら
事業を力強く推進した。

基幹産業や知識創造型産業のさらなる集積
・複合産業団地やポートアイランドにおける企業誘致や新たな

産業団地の整備を進めている。

交流・融合を支える総合的な交通ネットワークの形成
・新名神高速道路(神戸JCT〜高槻JCT)の完成や大阪湾岸道路

西伸部の事業化など、広域的な交通拠点の機能強化や広域
幹線道路ネットワークの形成に向けて整備が進んでいる。

(2)活力を創造する
都市空間

②まちの活力
人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

②まちの活力 まとめ
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(3)環境と共生する都市空間

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

(2)活力を創造する
都市空間

(3)環境と共生する
都市空間

①暮らしやすさ ②まちの活力 ③環境との共生 ④まちのデザイン
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

環境への負荷をおさえ自然と
調和する

神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

⑤戦略性 戦略的に都市の活力・魅力を創造する
⑥柔軟性 社会の変化やまちづくりの多様性に対応していく
⑦協働と参画 協働と参画により地域のまちづくりを進める
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１．市街化区域と市街化調整区域の区分
環境への負荷を軽減しながら都市の持続的な発展を維持し、社会経済情勢の変化に
対応した土地利用を誘導するため、市街化区域と市街化調整区域の区分（線引き）の
定期的な見直しを実施。

【期間中の見直し実績】
第７回：平成27年度

（見直し対象箇所：45地区 約111ha）
第８回：令和3年度

（見直し対象箇所：58地区 約226ha ）

区域区分
（令和6年7月現在）

市街化区域 市街化調整区域
約20,348ha（37％） 約35,382ha（63％）

③環境との共生 環境への負荷をおさえ自然と調和する
⑤戦略性

２．持続可能なまちづくりの推進
50年先も心地よく健やかに住み続けられるまちを目指して、「駅・主要バス停周辺
居住区域」や「山麓・郊外居住区域」、「広域型都市機能誘導区域」の設定等、
居住や都市機能に関する方針を定め、持続可能なまちづくりを推進。

(3)環境と共生する
都市空間

③環境との共生
環境への負荷をおさえ自然と
調和する

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

③−１・２
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３．駅周辺のリノベーション
滞留空間の創出等駅前空間の高質化に加え、様々な機能の充実や、賑わい創出の仕組
みづくりを行うことで、都市ブランドを向上させ、人口誘引を図ることを目的に
「駅周辺のリノベーション」の取り組みを実施。

⑥柔軟性 ⑦協働と参画

(3)環境と共生する
都市空間

③環境との共生
環境への負荷をおさえ自然と
調和する

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

③−３

③環境との共生 環境への負荷をおさえ自然と調和する
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＜みどりのゾーン＞
平成30年から六甲山・摩耶山における土地利用規制の緩和。
自然公園法による集団施設地区への指定
開発許可基準の見直し 等
六甲山系グリーンベルト整備事業に合わせた「特別緑地保全地」「防砂の施設」の指定。

４．市街化調整区域の取組
＜田園のゾーン＞

平成27年から開発許可制度の運用緩和を連続的に実施。

レストラン・コワーキングスペース
北区大沢町神村（里づくりの拠点施設）≪ ≫

⑤戦略性

世帯分離住宅･既存集落内の自己用住宅の建築の要件緩和、
カフェやレストラン等の里づくりの拠点施設が建築可 等

緩和内容
第1弾 農村に住む世帯の一人っ子の住宅新築
第2弾 既存住宅の農家レストラン等への用途変更
第3弾 移住時における農村定住起業施設の新築・開業
第4弾 移住予定者の外部からの通いでの起業
第5弾 農家レストランの開業、住宅新築などの手続きの簡素化
第6弾 集落に住めば様々な用途の新築を可能に

集落に住まなくても既存建築物の用途変更を可能に
第7弾 物流施設の立地規制緩和

市街化区域隣接部での宅地の有効活用

(3)環境と共生する
都市空間

③環境との共生
環境への負荷をおさえ自然と
調和する

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

③−４

③環境との共生 環境への負荷をおさえ自然と調和する
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５．都市農地の保全
市街化区域内の農地等を計画的に保全し、良好な都市環境を形成することを目的に、
生産緑地地区・特定生産緑地を指定。
あわせて生産緑地の活用による住民の交流を促進するため、まちなか農園開設支援
制度による簡易直売所の整備などの支援を実施。

平成23年 令和５年
地区数 517地区 497地区
面積 111.93ha 98.59ha

≪生産緑地地区の指定状況≫

≪新たな取り組み≫
①生産緑地地区の追加指定（平成30年度〜）

（実績）67地区、7.1ha
②生産緑地活用支援（平成30年度〜）

簡易直売所などの整備、市内販売店への
出荷等を支援
（実績）7件（令和6年度末見込み）

金額約106万円
③特定生産緑地の指定

（実績）77.58ha（令和6年5月現在）

≪生産緑地≫

⑤戦略性 ⑥柔軟性 ⑦協働と参画

(3)環境と共生する
都市空間

③環境との共生
環境への負荷をおさえ自然と
調和する

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

③−５

③環境との共生 環境への負荷をおさえ自然と調和する
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６．水と緑のネットワークの形成
防災性や環境保全、多様な景観などの観点から、河川や街路などを適切に保全・創出
する「水と緑のネットワーク」の形成を推進。

都賀川公園整備（広場整備・遊具設置等）
約1,500㎡【2014年度（平成26年度）】

⑤戦略性

改修前 改修後

≪改修前≫ ≪改修後≫

(3)環境と共生する
都市空間

③環境との共生
環境への負荷をおさえ自然と
調和する

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

③−６

③環境との共生 環境への負荷をおさえ自然と調和する
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建築主の方の環境に対する自主的な取組みを促し、
快適で環境に配慮した建築物を誘導。

※H18~の累計 平成23年度 令和5年度
届出数 544 1508

※CASBEE神戸：神戸市で大規模な建築物を建てる際に届出が必須となる制度

下水処理場で下水汚泥からリンを効率的に回収し、
「こうべ再生リン」と名付けて、肥料の原料として
有効利用。

⑤戦略性 ⑥柔軟性 ⑦協働と参画

７．SDGsの推進
・脱炭素型ライフスタイルへの転換、水素エネルギーの利用促進、電動車の普及促進、

再生可能エネルギーの拡大、産業の脱炭素化の促進、二酸化炭素の吸収・固定を推進。

燃料電池の利活用促進や水素ステーションの
整備促進等を推進。

≪水素ステーション≫
提供：日本エア・リキード合同会社

＜CASBEE＞

＜ こうべ再生リン ＞

＜水素エネルギー＞

(3)環境と共生する
都市空間

③環境との共生
環境への負荷をおさえ自然と
調和する

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

③−７

③環境との共生 環境への負荷をおさえ自然と調和する
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都市機能がコンパクトにまとまった都市構造
・駅周辺のリノベーションの取り組み等により持続可能な

まちづくりを推進した。

六甲山系などの都市の緑や水環境などの自然環境との調和
・市街化調整区域での開発許可基準等の規制緩和や神戸の

特徴をふまえた都市内緑地の保全を推進した。

環境負荷を低減するエネルギーの利活用
・再生リンの活用や環境に配慮した建築物の誘導等、

SDGsの取り組みを推進した。

(3)環境と共生する
都市空間

③環境との共生
環境への負荷をおさえ自然と
調和する

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

③環境との共生 まとめ
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(4)デザインの視点で磨かれた魅力ある都市空間

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

(2)活力を創造する
都市空間

(3)環境と共生する
都市空間

①暮らしやすさ ②まちの活力 ③環境との共生 ④まちのデザイン
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

環境への負荷をおさえ自然と
調和する

神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

あ多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

⑤戦略性 戦略的に都市の活力・魅力を創造する
⑥柔軟性 社会の変化やまちづくりの多様性に対応していく
⑦協働と参画 協働と参画により地域のまちづくりを進める
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１．眺望景観
変化に富んだ優れた眺望景観を保全・育成するため、「神戸らしい眺望景観50選.10選」
を選定し、「ビューポイントサイン」を設置。
さらに、「神戸らしい眺望景観50選.10選」の一部を眺望点として、景観計画において
「眺望景観形成地域」を指定し、建築物・屋外広告物等の形態やデザインを誘導。

平成23年度 令和5年度
ビューポイントサイン 2箇所 15箇所
眺望景観形成地域指定数 ２地域 4地域

④まちのデザイン 神戸のもつ多彩で魅力的な個性を磨いて活かす

２．夜間景観
「神戸市都市景観形成基本計画」に基づき、“滞在型観光の
促進”や“産業・文化の振興”をねらいとしながら、市民・
事業者等・行政の連携により整備。

・地域団体と連携した「光のガイドライン」の策定
（例）フラワーロード光のミュージアム

・夜間景観形成整備等助成（実績11件）
・KOBEライトアップDAYの実施
・神戸夜景公式ガイド「コウベdeナイト」による情報発信

≪補助実績：南京町 あずまや≫

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

④まちのデザイン
神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

あ
恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

④−１・２
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⑥柔軟性 ⑦協働と参画

３．都心における景観の取組
公共空間と沿道建築空間が一体となった魅力的な
景観づくりを進めるため、公共空間の整備に向け
た計画や、周辺の建築空間のあり方を視覚的に分
かりやすくまとめた「神戸三宮「えき≈まち空
間」・税関線 景観デザインコード」を策定。

４．歴史的建築物の保全活用
都市景観の形成を図る上において重要な価値があると認める建築物等を神戸市指定景観
資源として指定。

平成25年度 令和５年度
13施設 36施設

≪茅葺民家:賃貸住宅として活用≫

「神戸三宮「えき≈まち空間」・税関線
景観デザインコード」抜粋≪ ≫

≪旧ドレウェル邸（ラインの館）≫

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

④まちのデザイン
神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

あ
恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

④−３・４

④まちのデザイン 神戸のもつ多彩で魅力的な個性を磨いて活かす
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恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

５．神戸を特徴づける「シンボルエリア」の魅力向上
街と山・海が近接する神戸の自然豊かな魅力を活かし、六甲山上における賑わい施
設・オフィスの立地や、神戸須磨シーワールドのオープンなど、交流やレクリエー
ションを支える空間づくりを推進。

⑤戦略性 ⑥柔軟性 ⑦協働と参画

≪六甲山≫ ≪神戸須磨シーワールド≫

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

④まちのデザイン
神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

④−５

④まちのデザイン 神戸のもつ多彩で魅力的な個性を磨いて活かす
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６．地下鉄におけるバリアフリー化の取組
ホームドア設置や施設のバリアフリー対応など、計画的かつ重点的な投資や設備更新
により、安全運行を支える基盤の構築を推進。

≪多機能トイレ≫≪ホームドアの設置≫

⑤戦略性 ⑥柔軟性 ⑦協働と参画

平成22年度末 令和5年度末
ホームドア設置駅 ０駅 西神・山手北神線 全17駅
多機能トイレ 西神・山手線 10駅10箇所

海岸線 6駅 6箇所
西神・山手・北神線 17駅19箇所
海岸線 10駅10箇所

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

④まちのデザイン
神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

④−６

④まちのデザイン 神戸のもつ多彩で魅力的な個性を磨いて活かす
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７．バリアフリーのみちづくりの推進
歩道の波打ち解消、段差解消を行うとともに、ベンチや手すりの設置を積極的に行う
など、安心・快適な歩行空間を創出する「ユニバーサル歩道整備事業」を計画的に
推進。

平成22年度末 令和4年度末
段差解消整備 約6,258箇所 約10,986箇所
波打ち解消整備 約19.8km 約44.3km

≪段差解消整備≫

⑤戦略性 ⑦協働と参画

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

④まちのデザイン
神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

④−７

④まちのデザイン 神戸のもつ多彩で魅力的な個性を磨いて活かす
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８．案内サインの整備推進
神戸市域全体で統一感、まちの回遊を生み出す案内誘導など「まちをデザイン」
する視点をもち、誰もが利用しやすいサインとしていくことをめざし、「神戸市
案内サイン共通仕様書」を定め、サインを整備を推進。

⑤戦略性

≪案内サイン≫

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

④まちのデザイン
神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

④−８

④まちのデザイン 神戸のもつ多彩で魅力的な個性を磨いて活かす
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恵まれた自然環境、多彩で魅力的なまちなみ、地域の多様な
歴史・文化・風習などを守り、磨き、活かすまち
・眺望景観や夜間景観、景観資源の保全・活用等、神戸らしい

都市景観の形成を推進した。

神戸の魅力を世界に発信するエリアの形成
・神戸固有のまちの資源を活かし、神戸を特徴づける

「シンボルエリア」の魅力向上を推進した。

市民や来訪者など誰にも配慮が行き届いたまち
・地下鉄におけるホームドア設置や施設のバリアフリー対応、

段差解消や案内サインの設置等に取り組むことで、誰もが
回遊しやすい空間づくりを推進した。

(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

④まちのデザイン
神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

④まちのデザイン まとめ
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都市計画マスタープランの振り返り まとめ
(4)デザインの視点で
磨かれた魅力ある
都市空間

(1)災害に強く安全で、
誰もが暮らしやすい
都市空間

(2)活力を創造する
都市空間

(3)環境と共生する
都市空間

①暮らしやすさ ②まちの活力 ③環境との共生 ④まちのデザイン
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

環境への負荷をおさえ自然と
調和する

神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

めざす都市空間を実現するため、
求められる視点から取組みを推進した。

⑤戦略性 戦略的に都市の活力・魅力を創造する
⑥柔軟性 社会の変化やまちづくりの多様性に対応していく
⑦協働と参画 協働と参画により地域のまちづくりを進める

神戸市を取り巻く
社会情勢の変化

都市計画に関する
国の動向

計画の見直しにあたり
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３．新たな計画に求められる視点
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神戸市を取り巻く社会情勢の変化

人口減少・少子高齢化の進行
・2011年をピークに人口減少局面に
・今後、2063年に100万を下回る予測
・生産年齢人口減少の加速化が進行

地球温暖化の進行
・長期的（100年）には年平均気温

1.4℃上昇

価値観・ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの多様化

国際化の進展

災害の激甚・頻発化

技術革新・DX

・訪日外国人旅行者数の増加
・神戸空港の国際化

・新型コロナ危機を契機とし、「働き
方」や「暮らし方」に対する意識や
価値観が変化

・局地的な集中豪雨の頻発化

・ビックデータ、自動運転技術等の
新たな技術の開発・台頭

など
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国土交通省都市局所管 有識者会議からの提言（概要）
〇都市と多様性のイノベーションの創出に関する懇談会
（令和元年６月26日）

〇まちづくりのデジタル・フォーメーション実現会議
（令和４年７月７日）

官民のパブリック空間をウォーカブルな人中心の空
間へ転換し、民間投資と共鳴しながら「居心地が良
く歩きたくなるまちなか」を形成することが必要

〇今後の市街地整備のあり方に関する検討会
（令和２年３月24日）

評価軸が「空間がもたらす機能」から「アクティビ
ティがもたらす価値」へと変化し、求められる市街
地像は「様々なアクティビティが展開される持続可
能で多様性に富んだ市街地」へと転換

〇デジタル化の急速な進展やニューノーマルに対応した都
市政策のあり方検討会（令和３年４月６日）
ニューノーマルに対応した都市政策のあり方として、
地域の資源として存在する官民の既存ストックを最
大限に利活用することが重要

多様な価値観や社会の変化を包摂するまちづくりを
目指して、「環境への配慮やデジタル技術の活用」、
「都市構造の検討」、「身近なエリアの魅力向上」
という都市政策の方向性が提示

豊かな生活、多様な暮らし方・働き方を支える「人
間中心のまちづくり」の実現に向け、「サステナビ
リティ」、「ウェル・ビーイング」、「アジャイ
ル・ガバナンス」という３ビジョンを提示

〇都市計画基本問題小委員会
（令和５年４月14日）
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【参考】都市と多様性のイノベーションの創出に関する懇談会
中間とりまとめ（令和元年６月26日）

（出典）
国土交通省
ホームページ
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【参考】今後の市街地整備のあり方に関する検討会とりまとめ（令和２年３月24日）

（出典）
国土交通省
ホームページ
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【参考】デジタル化の急速な進展やニューノーマルに対応した都市政策のあり方検討会
中間とりまとめ（令和３年４月６日）

（出典）
国土交通省
ホームページ
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【参考】まちづくりのデジタル・フォーメーション実現会議 中間とりまとめ（令和４年７月７日）

（出典）
国土交通省
ホームページ
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（参考）社会資本整備審議会ー都市計画・歴史的風土分科会ー都市計画部会
都市計画基本問題小委員会 中間とりまとめ（令和５年４月14日）

（出典）
国土交通省
ホームページ
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本日ご議論いただきたい事項

①暮らしやすさ ②まちの活力 ③環境との共生 ④まちのデザイン
誰もが安心・安全・快適に住み
続けられるまちをつくる

人・物・情報の交流・融合に
より経済を活性化する

環境への負荷をおさえ自然と
調和する

神戸のもつ多彩で魅力的な個
性を磨いて活かす

多様な地域特性に応じ
た、きめ細やかな土地
利用

暮らしを支える
交通環境

災害時に備えた都市基盤、
減災の視点でのハード・
ソフトの対策、地域にお
ける防災力

住環境、商業・業務機
能、文化・交流機能な
どの多様な都市機能の
集積

基幹産業や知識創造型
産業のさらなる集積

交流・融合を支える総
合的な交通ネットワー
クの形成

都市機能がコンパクト
にまとまった都市構造

六甲山系などの都市の
緑や水環境などの自然
環境との調和

環境負荷を低減するエ
ネルギーの利活用

恵まれた自然環境、多彩
で魅力的なまちなみ、地
域の多様な歴史・文化・
風習などを守り、磨き、
活かすまち

神戸の魅力を世界に発
信するエリアの形成

市民や来訪者など誰に
も配慮が行き届いたま
ち

⑤戦略性 戦略的に都市の活力・魅力を創造する
⑥柔軟性 社会の変化やまちづくりの多様性に対応していく
⑦協働と参画 協働と参画により地域のまちづくりを進める

アップデートすべき視点・新たに必要な要素
改定にあたり
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４．今後の進め方
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今後の進め方
≪スケジュール≫

・令和 17 年（2035 年）におけるめざすべきまちの姿を市民等と共有し、
その実現に向け、エリアの特性に応じた都市づくり・地域づくりを推進する。

・神戸市総合基本計画等と相互に連携しながら、関連する複数の計画を統合し、
簡素化・集約化を図る。 63
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